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エバポレータの原理

Ａ１． 
クーラント、洗浄液、冷却水、
バレル研磨液、 ダイカスト離
形剤、メッキ液など、多くの
廃液で処理が可能です。

Ａ２．
熱源は不要で、しかも冷却水
も不要なタイプです。
本製品はヒートポンプ仕様を
採用しているため、CO2 も同
時に削減できます。

Ａ３．
もちろん再利用できます。
また、そのまま排水処理して
頂くことも可能ですので、
より環境に優しいシステムに
なっております。

エバポレータで解決!！
工場廃水の処理問題は…

お客様の設備仕様
・工場稼働日数 ： 288 日 / 年  ・廃水量 ： 4,000L/ 日
・廃水処理費用 ： 25 円 /L　   ・電気代 ： 16 円 /kW 時

エバポレータ仕様
・EVP 型式 ： EVP 5000 型　
・消費電力 ：52.9 kW

導入前のランニングコスト
❶　廃液処理費 ： 25 円 /L × 4,000L/ 日 × 288 日 / 年 ＝ 28,800,000 円 / 年

導入後のランニングコスト
❷　廃液処理費         ：2,880,000 円 / 年（EVP 5000 で処理し 1/ 10 に減容）
❸　EVP の電気代     ：16 円 /kW 時 × 52.9 kW × 24h × 288 日 / 年 ＝ 5,850,317 円 / 年
❹　メンテナンス費用 ： 100,000 円 / 月 × 12 ヶ月 ＝ 1,200,000 円 / 年
　　（EVP5000 型のコイル洗浄費用、活性炭交換費用など）

コスト低減額
❶ －（ ❷＋❸＋❹ ）= 28,800,000 －（2,880,000 + 5,850,317 + 1,200,000）= 18,869,683 円

エバポレータ導入により年間 約 1,887 万円のメリットが発生します！

EVP5000 型の本体価格は 35,300,000 円ですので、

1.87 年（3,530 万円 ÷ 1,887 万円）で購入資金回収が可能です。

❶ 　濃縮槽を減圧して、廃水を加熱します。
　　　減圧により、水は１００℃未満で沸騰し、
　　　蒸発して水蒸気になります。
　　　廃水は、水分の蒸発により濃縮されます。

❸　  蒸留水はアメタンを通り、さらに
　　　 浄化され、アメタン処理水として    
　　　 排出されます。

❷　  水蒸気を冷やすと、
　　　凝縮して蒸留水になります。

Ｑ１．
処理可能な廃液には
どんな種類がありますか？

Ｑ２．
蒸留するのに
熱源が必要でしょうか？

Ｑ３．
処理後の水は
再利用できますか？

メンテナンスも　　　　にお任せ下さい。
※コイル洗浄・活性炭交換・定期交換部品の交換・定期点検・不具合対応など。
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>>> 導入による効果 <<< 
1.	 排水量低減による環境効果が期待できます。

2.	 廃水費用の大幅削減によるコストダウンが
実現します。

3.	 廃液から有価物の回収が可能です。

なんと、廃水を1/10にまで低減！

コスト低減事例

廃　水　4,000L
廃　水　400L

再利用　3,600L


